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号

外

岡
野
光
利
富
岡
市
長
の
話

富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺

産
群
の
推
薦
を
決
定
い
た
だ

き
、
関
係
機
関
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
世
界
遺
産
を
持
つ

に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
責
任
を
感
じ

て
い
る
。

年
の
登
録
目
指
す
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ふ
さ
わ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を

❷
❸
面
…
貴
重
な
遺
産
多
い

絹
の
国

❹
面
…
…
各
地
か
ら
喜
び
と
期
待
の
声
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全
国
か
ら
応
援

も
ら
え
る
よ
う

大
沢
正
明
知
事
の
話

世

界
に
向
け
た
新
た
な
一
歩

だ
。７
月
に
推
薦
が
内
定
し
、

さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
た
県
民

の
期
待
と
励
ま
し
の
声
を
大

変
心
強
く
思
っ
て
い
る
。
今

後
は
全
国
の
方
々
に
も
応
援

し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た

い
。

文
化
庁
や

環
境
省
な
ど

７
省
庁
で
構

成
す
る
世
界

遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会

議
が

日
、
外
務
省
で
開
か

れ
、
２
０
１
４
年
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
を
目
指
し
、
本

県
の
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産

業
遺
産
群
」
を
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

へ
推
薦
す
る
こ
と
を
政
府
と

し
て
正
式
決
定
し
た
。

先
月
の
文
化
審
議
会
な
ど

を
経
て
文
化
庁
が
推
薦
を
内

定
し
て
い
た
。
今
後
は
９
月

末
ま
で
に
暫
定
推
薦
書
を
ユ

ネ
ス
コ
に
提
出
。
形
式
審
査

の
後
、
内
容
を
仕
上
げ
て
来

年
１
月
を
め
ど
に
正
式
な
推

薦
書
を
提
出
す
る
。

ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
、

国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ

コ
モ
ス
）
が
来
年
夏
ご
ろ
に

同
遺
産
群
を
現
地
調
査
し
、

年
夏
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
で
世
界
遺
産
登
録

の
可
否
が
審
議
さ
れ
る
。

同
遺
産
群
は
、
明
治
政
府

が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
近
代
製
糸

技
術
を
導
入
し
て
１
８
７
２

（
明
治
５
）
年
に
設
立
し
た

富
岡
製
糸
場
（
富
岡
市
）
を

中
心
に
、
製
糸
場
と
連
携
し

て
繭
の
生
産
に
貢
献
し
た
田

島
弥
平
旧
宅
（
伊
勢
崎
市
）、

高
山
社
跡
（
藤
岡
市
）
、
荒

船
風
穴
（
下
仁
田
町
）
で
構

成
。
高
品
質
な
生
糸
の
大
量

生
産
を
実
現
し
、
絹
の
大
衆

化
を
も
た
ら
し
た
。

世界文化遺産登録を目指し ユネスコへの推薦が正式に決定した富岡製糸場‖ヘリから６月撮影
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